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大
正
元
年
十
一
月
、
陸
軍
は
特
別
大
演
習
を
実
施
し
た
。
こ
の

大
演
習
は
埼
玉
県
所
沢
を
中
心
に
し
て
、
北
は
松
山
方
面
、
南
は

立
川
、
多
摩
川
右
岸
に
い
た
る
広
い
地
域
で
、
師
団
対
抗
の
遭
遇

戦
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。

当
時
陸
軍
の
偵
察
は
騎
兵
部
隊
の
任
務
で
あ
っ
た
が
、
遭
遇
戦

の
場
合
、
騎
兵
隊
が
敵
の
進
行
方
向
、
兵
力
の
配
置
等
を
明
確
に

把
握
し
、
司
令
部
に
報
告
で
き
る
の
は
、
精
々
両
軍
の
衝
突
の
直

前
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
本
演
習
に
は
所
沢
飛
行
場
か
ら
徳
川
大
尉
、
木
村
中

尉
の
二
機
が
特
別
に
演
習
に
参
加
し
た
た
め
、
演
習
開
始
一
時
間

後
に
は
敵
の
兵
力
、
位
置
、
進
行
方
向
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
た
め
、
陸
軍
関
係
者
は
航
空
機
な
く
し
て
今
後
の
戦

争
を
戦
う
こ
と
は
出
来
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
の
で
あ
る
。
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第
一
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
陸
軍
航
空
医

学

黒
澤
嘉
幸

大
正
三
年
七
月
第
一
次
大
戦
が
始
ま
っ
た
時
、
交
戦
国
の
第
一

戦
飛
行
機
の
保
有
数
は
仏
国
一
三
八
機
、
英
国
六
三
機
、
ド
イ
ツ

一
三
○
機
で
あ
っ
た
。

開
戦
と
同
時
に
両
軍
の
航
空
機
は
偵
察
機
と
し
て
活
用
さ
れ
、

敵
の
布
陣
や
移
動
を
的
確
に
把
握
し
て
友
軍
の
作
戦
行
動
に
大
き

な
成
果
を
あ
げ
た
。
ま
た
友
軍
の
砲
撃
時
の
弾
着
観
測
に
も
役
立

っ
た
の
で
あ
る
。

大
戦
初
期
に
使
わ
れ
た
航
空
機
の
能
力
は
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン

リ
・
フ
ァ
ル
マ
ン
が
最
高
時
速
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
上
昇
限
度
二

七
五
○
メ
ー
ト
ル
、
航
続
時
間
は
三
時
間
三
十
分
で
あ
っ
た
。
ま

た
ド
イ
ツ
の
ア
ル
バ
ト
ロ
ス
も
最
大
速
度
一
○
五
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
上
昇
限
度
三
○
○
○
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
両
軍
は
こ
の
偵
察
機
を
駆
逐
で
き
る
航
空
機
の
開
発

に
全
力
を
傾
け
た
。
そ
の
結
果
出
現
し
た
航
空
機
は
ド
イ
ツ
の
フ

ォ
ッ
カ
ー
や
フ
ラ
ン
ス
の
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ル
な
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の

特
長
は
プ
ロ
ペ
ラ
に
同
調
し
て
銃
弾
を
発
射
で
き
る
固
定
機
関
銃

を
装
備
し
て
敵
の
飛
行
機
を
攻
撃
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
航
空
機
は
性
能
が
大
幅
に
向
上
し
、
時
速
一
七
○
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
上
昇
高
度
四
○
○
○
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
よ
う
に



艶
津
分
校
、
明
野
分
校
を
開
校
し
た
。
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こ
の
大
戦
に
お
け
る
航
空
機
の
活
躍
に
か
ん
が
み
、
陸
軍
は
航

空
兵
力
の
強
化
に
乗
り
出
し
た
の
で
あ
る
。

大
正
七
年
陸
軍
は
陸
軍
省
に
航
空
課
を
新
設
し
、
航
空
兵
力
育

成
の
業
務
計
画
作
成
を
担
当
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

大
正
八
年
に
は
陸
軍
航
空
部
を
新
設
し
、
航
空
に
関
す
る
事
項

の
調
査
、
研
究
及
び
立
案
、
航
空
兵
諸
軍
隊
本
科
専
門
教
育
の
整

一
進
歩
な
ら
び
に
航
空
に
関
す
る
器
材
の
製
造
、
修
理
、
購
買
、

貯
蔵
、
補
給
及
び
検
査
を
司
る
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
大
正
八
年
に
は
所
沢
航
空
学
校
、
大
正
十
年
に
は
下
志

な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
航
空
機
は
戦
斗
機
と
よ
ば
れ
、
空
中
に
お
け
る
格
闘

を
主
な
任
務
と
し
た
。
そ
の
た
め
旋
回
、
宙
返
り
、
急
上
昇
、
急

降
下
等
の
出
来
る
能
力
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
従
来
機
に
く
ら

べ
、
搭
乗
員
に
大
き
な
負
荷
を
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
大
戦
中
の
航
空
機
の
所
要
は
年
々
た
か
ま
っ
た
の

で
、
第
一
次
大
戦
終
了
時
の
各
国
の
第
一
線
機
保
有
数
は
フ
ラ
ン

ス
三
二
五
七
機
、
ド
イ
ッ
ニ
七
三
○
機
、
イ
ギ
リ
ス
一
七
五
八
機

に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
航
空
兵
力
の
強
化
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
不
適

格
操
縦
者
の
排
除
は
航
空
機
の
特
性
上
要
務
で
あ
っ
た
。

大
正
九
年
四
月
二
四
日
、
「
身
体
検
査
は
一
般
の
陸
軍
身
体
検

査
手
続
に
よ
る
外
、
更
に
特
種
の
複
雑
精
密
な
る
検
査
を
要
す
る

を
も
っ
て
こ
れ
が
規
則
を
研
究
制
定
す
る
」
と
い
う
趣
旨
に
も
と

づ
き
、
一
六
名
の
航
空
身
体
検
査
規
則
制
定
委
員
が
発
令
さ
れ
た

の
で
あ
る
。


